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はじめに 

 

 

東京女子医科大学 解剖学講座 神経分子形態学分野 准教授 

同 ダイバーシティ環境整備事業推進室 室長 

本多 祥子 

 

 

 

 

このたび令和 3 年度文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）に選定され、

現在、全学体制で「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOIプロジェクト』」の様々な

取組みを実施しております。平素より多大なご理解とご尽力をいただいております関係者の皆様には、

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

この事業は、本学の学祖吉岡彌生先生をはじめ偉大な諸先輩方の弛まぬ努力、さらに本学が 120年以

上にわたり培ってきた女性医療人活躍推進の精神的基盤があって、はじめて成り立っているものである

と考えております。この貴重な背景を十分に活かし、将来グローバルヘルスリーダーとして国際社会と

連携し社会問題解決を目指す「彌生人（やよいびと）」を育てるための苗床として、本学は今後、日本に

唯一の女子医科大学としての重要な役割を担っていくことになります。「Your Attention to Your Own 

Innovation !」をスローガンに、「YAYOIプロジェクト」に関わるひとりひとりが自身をイノベート(＝

常に自分自身を変え成長させていくこと)する端緒を切り開くことを強く祈念いたします。 

よく誤解されるのですが、この事業は女性医師のみを支援対象としているわけではありません。いわ

ゆる non-MDの研究者、看護師、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師、放射線技師・・などなど本学に欠

かせない様々な職種の教職員の方、ただし「研究意欲を持つ方」が対象です。「研究は続けたいけれど、

業務やライフイベントに紛れて研究への熱意がだんだん薄れていってしまう」と悩んでおられる方を、

是非「YAYOIプロジェクト」で支援させていただきたいと思います。 

また、様々な分野で優れた研究活動を継続されている女性研究者にスポットライトをあてることで、

上位職へのステップアップをお手伝いする活動も実施しております。例えば「YAYOI プロジェクト」で

実施する「架け橋研究」「国際共同研究」「AI研究」等の研究支援を通じて、広い視野から自身の研究の

立ち位置を理解するための機会と、より新しいステップへ到達するための手段を、実質的に獲得してい

ただけます。さらに男性医師・研究者の皆様を含めて育児や介護などのライフイベントを様々な角度か

ら実践的に支援することにより、幅広い視点で女性医療人の活躍推進を応援します。 

本学ならではの「YAYOI プロジェクト」が実質的に定着できるよう、新たな支援事業・イベントを含

めこれからも精力的に推進して参りますので、今後の情報展開や活動報告に是非ご注目ください。皆様

からのご意見、ご要望のお声も心からお待ちしております。 
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ごあいさつ 

 

 

学校法人 東京女子医科大学 理事長 

岩本 絹子 

 

 

 

 

 

令和 3(2021)年度に採択されました文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環

境実現イニシアティブ（先端型）」の『令和 4年度 報告書』が完成いたしました。 

 

この度、文部科学省による令和 3年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イ

ニシアティブ（先端型）」の補助金交付事業として、本学の女性医療人キャリア形成センターによる『グ

ローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用「YAYOIプロジェクト」』が採択され、女性医療人キャリ

ア形成センター長である肥塚常務理事はじめ関係各位の皆様方のご尽力により、「YAYOI プロジェクト」

が始動し、2年目を迎えております。 

本学は、平成 28(2016)年から、文部科学省における女性研究者関連施策において、「ダイバーシティ

研究環境実現イニシアティブ（特色型）」に採択されており、その成果をご評価いただいたことで、今回

の「先端型」での採択に繋がっております。従前よりも更に高い目標を掲げ、女性研究者の海外派遣等

を通じた上位職登用のより一層の推進を踏まえた、先端的な取り組みが望まれております。本学の建学

の精神「医学の蘊奥(うんおう)を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する」と、本

学の理念である「至誠と愛」を実践し、広く国際社会でリーダーシップを発揮し、社会貢献に尽力する

ことができ、そして、後進の育成を通じて、本学の理念「至誠と愛」を次世代に継承できる女性指導者

「彌生人（やよいびと）」を育成してまいります。そして、女性指導者育成の基盤作りを、オール女子医

大で構築することを期待しております。 

 

本学は、令和 4(2022)年 12月 5日に創立 122周年を迎えており、この「YAYOIプロジェクト」の活動

を機に、本当の意味での女性活躍の代表的役割を、本学が担っていくことを願っております。 

結びになりますが、本学における本事業の成果が実り多きものとなり、女性医療人による社会貢献そ

して生涯を通じて活躍し続けることのできる環境が社会全体で整備されることを祈念いたします。 
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東京女子医科大学 学長 

丸 義朗 

 

 

 

 

 

採択させていただきました本プログラムにおける本学の課題名は、本学の創始者である吉岡彌生先生

のお名前を冠した「YAYOI プロジェクト」であります。従いまして、提案した計画を忠実に実施するこ

との他に、あらゆる点で本学の建学の精神と理念に則っているかどうか、自問自答しながら進めていか

ねばなりません。自立した女性医療人を保証することの一つがリーダー的存在です。卒業生調査はまだ

十分とは言えませんが、多くの卒業生が社会に出て上位職で活躍していることは事実です。それを今以

上に量も質も拡大するためには、大学における教授陣営に女性の持ち味が発揮されねばなりません。な

ぜなら本来の教授はリーダーに属するからであります。本学は教授の女性比率の３０％をほぼ達成しま

した。これからが本当の勝負です。教授と一言で言ってもそのレベルに差があることは否めません。こ

の３０％女性教授の質的レベルの検証は、教授評価で実践していきます。また、この取り組みが、卒業

生がリーダーとなれるような教育を実践する上で役に立っているかどうかも検証しなければなりませ

ん。その上で、この３０％を維持するために、十分な吟味のもと、准教授や講師などの職位にも女性登

用を促進します。女性教授候補となれる人材の発掘がそのミッションとなります。そして、その女性教

員が力を発揮できる新しい背景の一つとして、情報技術を駆使した研究領域や活動があります。これを

成功させるために、子育て支援が必須であることは言うまでもありません。保育施設などはその代表例

です。本学のこの取り組みが他機関の良き手本となれるよう、協力してまいります。これにて私の挨拶

とさせていただきます。 
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学校法人 東京女子医科大学 常務理事・名誉教授 

同 女性医療人キャリア形成センター センター長 

肥塚 直美 

 

 

 

 

本学は令和 3(2021)年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニ

シアティブ（先端型）」に採択され、「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOI プロジ

ェクト』の取り組みを開始いたしました。『YAYOI プロジェクト』の“YAYOI”は“Your Attention to 

Your Own Innovation”であり、本学の学祖吉岡彌生先生のお名前を冠したものです。この先端型の選

定にあたりましては、平成 28(2016)年度より行ってまいりました特色型（令和 3(2021)年度が最終年度）

の取り組みが自主的に行われることを前提に、さらに高い目標をもって取り組むこととされております。 

本年度も YAYOIプロジェクトで柱となる架け橋研究、国際交流、AI研究を中心として、理事長・学長

先生の強いリーダーシップのもと、女性医療人キャリア形成センターを中心に全学をあげて精力的に取

り組んできました。この取り組みの成果を報告書としてまとめることができたことを大変嬉しく思いま

す。本年度の成果をふまえて、次年度に向けさらに邁進してまいります。 

本学は、『医学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する』という建学の

精神と『至誠と愛』の教育理念のもと、最良の医療を実践する知識・技能を修め、高い人格を陶冶した

医人を育成し、将来の医療に貢献することを目指しております。本事業をさらに推し進めて、女性医療

人が生涯輝いて活躍できる社会を目指して活動してまいります。 
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東京女子医科大学 特任教授・名誉教授 

同 女性医療人キャリア形成センター 副センター長 

齋藤 加代子 

 

 

 

 

 

文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」の 2 年目の事業を実施いたし

ました。本事業は、「特色型」において定めた「上位職への積極登用」、「研究力向上・リーダー育成」、

「ダイバーシティ研究環境整備」の 3つの柱をより太く強固なものとする使命を有しています。すなわ

ち、先端型の特徴の「研究力向上・リーダー育成」に関する 3つの先端的取組「架け橋研究」「バーチャ

ル研究交流・国際交流」「AI研究インターンシップ制度」により女性研究者の実力をつけて、「教授 30％、

准教授 35％、講師 40％」を達成するストラテジーであります。令和 4(2022)年度の募集を行い多くの応

募を頂きました。厳正な書類審査と WEB 面接により、「架け橋研究支援」は 5 名、「国際共同研究支援」

3名、「AI研究スタートアップ支援」4名が採択されました。採択者は皆、期待に応えて研究を遂行して

おられ、本学における女性研究者の底力を感じるところです。 

7月 30日には、Zoomウェビナー「ダイバーシティ環境整備事業報告会」が開催され、特別講演として

宮浦千里先生(中部大学 総長補佐・ 特任教授)に「科学技術領域におけるダイバーシティ 推進」のご講

演をいただきました。令和 4(2022)年度からの新たなプログラムとしては、「彌生人（やよいびと）メン

ター・メンティ賞」が挙げられます。優れた指導者（メンター）の指導により女性研究者（メンティ）

が筆頭著者にて高インパクトファクターの雑誌に論文掲載できた４組が受賞し、11月 2日に授与式を行

いました。 

育児・介護等のセーフティネットの充実、研究環境整備を行い、「至誠と愛」の理念の下に国際的に活

躍し、リーダーシップを発揮する女性を育成する本プロジェクトの成功は、まさに本学の建学の精神「医

学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する」の具現・実践であります。「ダ

イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」を通して、本学の多様な人材が最大限の能力を発

揮することを願っております。 
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Ⅰ 事業概要 

目標 

本学は、明治 33(1900)年に女性医療人（医師・看護師）育成と自立の精神に基づき設立された国内唯

一の女子医科大学として、これまで様々な取組を行ってきました。平成 18(2006)年度には文部科学省科

学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成事業」に採択され、病児保育と短時間勤務制度の創設に

よって優れた女性研究者の研究継続支援を実施しました。事業終了後も、男女共同参画推進局（現在の

女性医療人キャリア形成センター）を設置し、院内保育所に加え本学独自のファミリーサポートシステ

ムによるきめ細やかな育児支援、また短時間勤務制度を育児期のみならず自己研鑽にも活用できる制度

として創設し勤務環境改善に努めてまいりました。しかしその一方で平成 27(2015)年時点の本学女性教

授比率は 124 名中 25 名（20％）と少なく、キャリアを積んだ女性研究者が上位職で十分に活躍できる

大学となるためには、さらに全学的な支援体制と強力な取組が必須と考えられました。そこで平成

28(2016)年「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」に採択され、女性医療人キャリア

形成センターに新設したダイバーシティ環境整備事業推進室が中心となり、女性教授比率を 30％に引き

上げるための女性上位職登用支援、女性研究者のための研究環境整備、女性教職員数の多い部署での勤

務環境改善を実施し、令和 2(2020)年 7 月には特命担当教授（将来の教授候補者）を含めた女性教授率

31.1％を達成いたしました。 

 

そして令和 3(2021)年度「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」に採択され、グロ

ーバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOI プロジェクト』を発足いたしました。6 年間実施

してきた「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」のフレームに、先端的取組を追加し、

以下を達成することを本事業の目標としております。 

・女性在職比率：教授 30％、准教授 35％、講師 40％ 

・新規採用、昇進・昇格において、後進女性研究者の指導能力や国際活躍業績等を入れる 

・女性研究者の科研費等競争的研究資金の申請数増加、新規採択率の向上をめざす 

・介護支援の充実をはかる 

 

わが国唯一の女子医科大学として女性が活躍できる環境を整え、優れた研究業績を有する女性医療人

に対し発展的な研究継続を支援し、グローバルヘルスリーダーへの強いモチベーションを持つ女性人材

（「彌生人（やよいびと）」と呼称）を育成することで、医学研究・医療への貢献を実現するとともに、

将来有望な女性医療人の上位職登用のチャンスを加速させ、女性医療人がより高い望みを実現すべく研

究活動やキャリア形成に邁進できる体制づくりを本学全体で推進して参ります。 

 

 

 

 

  

Your Attention to Your Own Innovation ! 

学祖 吉岡彌生(やよい)先生 
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本事業のための体制整備 

理事長・学長のリーダーシップのもと、事業の司令塔を「ダイバーシティ環境整備事業推進室」が

担います。事業内容の具体的審議を「ダイバーシティ担当推進者会議」で行い、重要事項は女性医療

人キャリア形成センターを通じ理事会で審議決定を行います。 

 

女性医療人キャリア形成センターには、既に女性活躍推進法による行動計画の実施のために設置さ

れている部門が複数あり、本事業の推進に際しては、それらのうち「女性医療人リーダー育成部門」

ならびに「女性医師・研究者支援部門」と「看護職キャリア開発支援部門」が「ダイバーシティ環境

整備事業推進室」と連携しつつ各部署が専門とする事業内容の推進を担当します。 

 

「ダイバーシティ環境整備事業推進室」は毎月の「ダイバーシティ担当推進者会議」により女性医

療人キャリア形成センター内の複数の部門、学内委員会、学内研究施設と密に連携し、事業全体をオ

ーガナイズすると共に各部署の活動を（事務、広報、記録、成果の抽出など）多方面からバックアッ

プすることで事業の確実な進捗を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さらに様々な会議体、 

付属研究機関と連携 
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実施概要 

上位職への女性の積極登用（=1）、そのための研究力向上とリーダー育成（=2）、およびこれらを支え

るダイバーシティ研究環境整備（=3）の３つのテーマについて、6 年間実施してきた「ダイバーシティ

研究環境実現イニシアティブ（特色型）」のフレームに更なる先端的取組を追加し、それぞれ事業主行動

計画、ストラクチャー、プロセス、アウトカムを明確に設定しました（下図参照）。 

 

 

（１）上位職への積極登用の取組 

①女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進：33ページ 

・次世代の女性教授候補者層(准教授、講師)の裾野を広げるため、学内女性研究者を対象としたキ

ャリアアップのための実践的な個別アドバイスの実施 

・現准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニング(※)for彌生人（やよいびと）」の開催 

※教授を中心としたロールモデルから直接経験談を聞き意見交換を行う場 

・女性研究者＝メンティが高インパクトファクターの雑誌に筆頭著者として論文掲載を成し遂げた

場合、指導に当たった研究者＝メンターと当該メンティのメンター・メンティペアを対象として、

両者を表彰する「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」を設立 

 

②学長指名推薦による女性教授登用：36ページ 

・学内外の優れた実績をもつ女性教職員を学長指名推薦により女性教授として登用 

 

③オープンイノベーション講演会・交流会：37ページ 

・本学先端生命医科学研究所「バイオメディカル・カリキュラム」と連携し、医・工・理の架け橋
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研究等を紹介する「オープンイノベーション講演会」、新たな研究希望者と既に研究進行中の者

とのマッチングの場「オープンイノベーション交流会」の企画・開催 

 

（２）研究力向上・リーダー育成の取組 

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援：41ページ 

・「架け橋研究支援」制度の実施 

・架け橋研究を推進する「架け橋研究指導者」と新たに架け橋研究を希望する者とが意見交換できる

場「架け橋研究紹介ツアー」の実施 

・令和 3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信 

・メーリングリストによる研究希望者への情報発信 

 

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化：44ページ 

・「国際共同研究支援」制度の実施 

・国際共同研究を推進する「国際共同研究指導者」による新たに国際共同研究を希望する者を対象と

した相談会の開催 

・国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者を対象とした英語論文掲載料一部補助制度の実施 

・国際共同研究用デジタルプラットフォームを活用した国際研究講演会・交流会の開催 

・アバターロボットを用いた臨場感のある研究交流の実施 

・国際的に活躍する研究者等による「国際研究講演会・交流会」開催支援 

・女性研究者をつなぐリアルタイムコミュニケーションツール（Slack）の活用 

・令和 3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信 

・メーリングリストによる研究希望者への情報発信 

 

③保健医療分野における AI研究インターンシップ制度の構築：48ページ 

・「AI研究スタートアップ支援」制度の実施 

・AI研究を推進する「AI研究指導者」がメンターとなり、新たに AI研究開始を希望する者に対す

る「AIインターンシップ」の実施 

・AI講習会、研修会 参加費補助制度の実施 

・AI講演会、AI演習会、AI 相談会の開催 

・令和 3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信 

・メーリングリストによる研究希望者への情報発信 

 

④科研費申請支援関連：51ページ 

・科研費採択率向上のための申請書レビューの実施 

・科研費セミナーの開催 

 

（３）ダイバーシティ研究環境整備の取組 

①学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備：56ページ 

・学会等参加時の託児費補助制度の実施 

・院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）における土日祝日を含めた一時預
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かりの安全性検証および利用者数のモニタリングの実施 

 

②実践的介護支援体制の構築：57ページ 

・介護見守り支援（ちょこっと介護見守り支援）の開始 

・介護支援ハンドブックの作成 

・介護支援に取り組む施設への視察 

・介護講演会の開催 

 

③研究支援員制度における対象者範囲の拡大：59ページ 

・平成 28(2016)年度（特色型）事業で構築した女性研究者対象の「研究支援員制度(※)」への育児

中/介護中男性研究者枠の新設 

※応募条件を満たす本学医学部の女性医学研究者が、研究活動上必要な補助業務を行う際に「研究支援員」を 1

名採用できる制度(支援員の人件費は女性医療人キャリア形成センターより拠出) 

 

 

以上のダイバーシティ研究環境整備事業の様々な取組は、女性医師・研究者のみならず全教職員・学

生も対象としています。今後もさらに個別の状況に合わせた多角的かつ適切な支援を実施し、広く社会

に役立つモデルを構築していきます。 
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事業計画 
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18 

取組概要（ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 女性研究者研究活動支援事業 HP 掲載） 
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令和 4(2022)年度活動年表 

実施日 内容 

令和 4(2022)年度 

4/1 「研究支援（架け橋研究支援・国際共同研究支援・AI研究スタートアップ研究支

援）」募集開始 

 「ちょこっと介護・見守り支援」開始 

 男性研究者のための「研究支援員制度」募集開始 

4/15 「AI・臨床統計無料相談会」参加受付開始 

4/19 第 6回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

4/21 「学会参加時等の託児費補助制度」、「英語論文掲載料補助制度」、「AI講習会、研

修会 参加費補助制度」受付開始 

 「YAYOIプロジェクト」情報発信 メーリングリスト登録受付開始 

4/27 第 1回介護サポート調整会議（オンライン） 

5/19 第 7回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

5/26 第 2回介護サポート調整会議（オンライン） 

6/3 東京女子医科大学病院循環器内科とタイの病院（Bangkok Christian Hospital）

との Temi通信テスト実施 

6/13 「研究支援（AI研究スタートアップ研究支援）」面接審査実施 

6/14 「研究支援（架け橋研究支援）」面接審査実施 

6/16 「研究支援（国際共同研究支援）」面接審査実施 

6/21 第 8回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

6/29 「研究支援」採択者決定（架け橋研究支援 1名、国際共同研究支援 2名、AI研究

スタートアップ研究支援 2名） 

 「研究支援（架け橋研究支援・国際共同研究支援・AI研究スタートアップ研究支

援）」再募集開始 

7/15 第 9回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

7/26 「研究支援（架け橋研究支援）」再募集面接審査実施 

7/27 「研究支援（国際共同研究支援・AI 研究スタートアップ研究支援）」再募集面接

審査実施 

7/30 令和 3年度ダイバーシティ環境整備事業報告（特色型・先端型）開催 

8/1 第 4回介護サポート調整会議（オンライン） 

 「研究支援」採択者決定（架け橋研究支援 4名、国際共同研究支援 2名、AI研究

スタートアップ研究支援 2名） 

8/2 男性研究者のための「研究支援員制度」プレゼン・面談審査実施 

8/4 第 2回オープンイノベーション講演会開催 

8/8 男性研究者のための「研究支援員制度」採択者決定 

8/18 第 10回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

8/22 「彌生人メンター・メンティ賞」募集受付開始 
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実施日 内容 

令和 4(2022)年度 

8/24 「研究支援（架け橋研究支援・国際共同研究支援・AI研究スタートアップ研究支

援）」採択者授与式開催 

8/29 「研究支援（架け橋研究支援・国際共同研究支援・AI研究スタートアップ研究支

援）」採択者授与式開催 

9/20 第 11回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

9/28 第 1回ピアラーニング forやよいびと開催 

 イタリア大臣（大学・研究担当）来学 

 第 5回介護サポート調整会議（オンライン） 

9/30 JSTによる令和 3年度額の確定調査実施 

10/1 令和 5(2023)年度 男性研究者のための「研究支援員制度」募集開始 

10/3 国際的に活躍する研究者等による「国際研究講演会・交流会」開催支援募集開始 

10/4 「彌生人メンター・メンティ賞」選考会 

 「彌生人メンター・メンティ賞」受賞者決定（4組） 

10/20 第 12回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

10/24 第 6回介護サポート調整会議（オンライン） 

11/2 「彌生人メンター・メンティ賞」授与式開催 

11/14 第 7回介護サポート調整会議（オンライン） 

11/18 第 13回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

11/21 長野県松本保健福祉事務所・木曽保健福祉事務所オンライン面会 

12/10 介護サポート通信第 1号発行 

12/14 第 8回介護サポート調整会議 

12/19 第 2回ピアラーニング forやよいびと開催 

12/20 第 14回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

 ちょこっと介護説明会開催 

12/21 画像データ演習会開催 

 ちょこっと介護説明会開催 

 介護サポート提供会員向け茶話会開催 

12/22 Slackを利用した本学研究者のための「YAYOIコミュニティ」参加募集開始 

12/26 ちょこっと介護説明会開催 

12/28 大阪公立大学 介護支援について Zoom視察 

1/5 令和 3(2021)年度研究支援採択者研究報告動画「東京女子医科大学公式 YouTube

チャンネル」にて配信開始 

1/11 国際共同研究採択者による後進育成活動 顔合わせディスカッション会開催 

1/12 看護学部成人看護学での temi実装 

 ちょこっと介護説明会開催 

1/18 令和 5(2023)年度男性研究者のための「研究支援員制度」プレゼン・面談審査 

 国際共同研究採択者による後進育成活動 顔合わせディスカッション会開催 
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実施日 内容 

令和 4(2022)年度 

 第 9回介護サポート調整会議 

1/19 第 15回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

1/26 第 3回オープンイノベーション講演会開催（オンライン） 

 富山大学 介護支援について Zoom視察 

 ちょこっと介護説明会開催 

2/9 第 1回介護講演会開催（オンライン） 

 ちょこっと介護説明会開催 

2/13 第 2回 医療・ヘルスケア AI講演会開催（オンライン） 

2/16 第 10回介護サポート調整会議 

 ちょこっと介護説明会開催 

2/20 表形式データの機械学習演習会開催（オンライン） 

2/21 第 16回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

2/22 第 3回ピアラーニング forやよいびと開催（オンライン） 

 ちょこっと介護説明会開催 

2/24 第 1回科研費セミナー開催（オンライン） 

3/8 ちょこっと介護説明会開催 

3/9 架け橋研究採択者による後進育成活動 顔合わせディスカッション会開催 

3/13 ちょこっと介護説明会開催 

3/16 第 17回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） 

3/23 ちょこっと介護説明会開催 

3/24 第 11回介護サポート調整会議 

3/31 令和 4(2022)年度「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」活動

報告書発行 
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令和 3 年度 ダイバーシティ環境整備事業報告会の実施 

令和 4(2022)7月 30日(土)、彌生記念教育棟 104会議室

にて、Zoomウェビナー「ダイバーシティ環境整備事業報

告」が開催されました。新型コロナウイルスの感染状況を

鑑み Zoomウェビナーによる開催となりましたが、学内のみ

ならず北は北海道から南は沖縄県まで学外からも多数のご

参加をいただき、女子医大ダイバーシティ事業への関心の

高さが伺えました。 

 

報告会の冒頭、岩本絹子理事長と丸義朗学長のビデオメッセージによるご挨拶をいただきました。

岩本絹子理事長からは「女性活躍推進法が成立した現代においては社会に貢献する女性医療人、そし

て指導的立場の役割を担う人材の輩出が望まれており、女性医療人を輩出し続けている本学の役割は

より一層重要な存在となっています」とのお言葉をいただきました。続いて、丸義朗学長は「本事業

の到達目標と実施計画のＰＤＣＡサイクルをきめ細かに回転させながら本事業に取組んで参ります」

と本事業に邁進する決意を語られました。その後、肥塚直美常務理事(女性医療人キャリア形成センタ

ー長)が開会の挨拶を述べられ、会が開始となりました。 

 

第 1部「報告会」では、まず令和 3(2021)年度に 6年間の事業期

間を終了した文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシ

ティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」について、野原理子教

授・基幹分野長(衛生学公衆衛生学講座（公衆衛生学分野）、女性医

師・研究者支援部門副部門長)より成果・総括についての報告があ

りました。平成 28(2016)年度に採択された「特色型」では、本学

の事業主行動計画に基づき「上位職への積極登用」、「研究力向上・

リーダー育成」、「ダイバーシティ研究環境整備」の 3つのテーマを掲げ、女性教授比率 30％を目標と

して事業に取り組んでまいりました。その結果、6年間で特任教授・特命担当教授を含む 36名の女性

が教授に登用され、2020年度 5月の時点で女性教授比率 30％を達成しました。ただし、女性上位職の

十分な割合の確保と維持、競争的基金の獲得、そして介護支援の充実など課題があり、今後は先端型

にてこれらの課題解決とさらなる高みを目指して事業を進めてまいります。 

 

続いて令和 3(2021)年度より新たにスタートした同事業「先端

型」について、本多祥子准教授(解剖学（神経分子形態学分野）、

ダイバーシティ環境整備事業推進室長)より初年度の取組について

報告いたしました。「先端型」では、より高みを目指す女性医療人

を育むことを目的として、グローバルヘルスリーダーとさらなる

女性登用「YAYOIプロジェクト」を立ち上げました。この YAYOI

は、自らのイノベーションを意識していこうという意味の英語、

Your attention to your own innovation!を、本学の学祖、吉岡彌生先生のお名前に絡めています。

YAYOIプロジェクトでは、女性教授の基盤となる女性准教授・講師の昇進昇格を積極的に推し進める体
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制を構築していきます。研究意欲を盛り上げる取組として、先端生命医科学センターTWIns を主体とし

た「オープンイノベーション講演会」開催に加え、「架け橋研究」「国際共同研究」「AI研究」3種の研

究支援制度を創設し、2021年度は女性研究者 10名の支援を実施しています。第１部の後半では、この

10 名による研究成果報告も動画で行われ、本学の女性研究者の活躍を多くの方に知っていただく機会

となりました。また、「学会参加時の託児費補助」や「英語論文掲載料補助」「男性研究者を対象とし

た研究支援員制度」の実施、さらに院内保育所における ICTを活用した環境整備、介護支援ファミリ

ーサポート「ちょこっと介護見守り支援」の始動についてもご報告いたしました。今後も新たな取組

を追加して参ります。 

 

第 2部「特別講演」では、齋藤加代子特任教授（ゲノ

ム診療科、女性医療人キャリア形成センター副センター

長）の座長のもと、宮浦千里先生(中部大学 総長補佐・

特任教授)より「科学技術領域におけるダイバーシティ

推進」と題したご講演を賜りました。わが国の男女共同

参画において解決すべき問題点について、宮浦先生がこ

れまで活動拠点とされてきた東京農工大学で明らかにな

った事柄と有効な取組方法についてご教授くださいました。科学領域におけるダイバーシティ促進の

ためには、異分野融合・文理融合・性差融合など応用科学における多様性を意識した教育・研究が必

要であること、また科学技術領域における女性リーダー育成強化のためには、「ライフイベントとの両

立環境、採用・昇進における女性登用の推進方策、組織としてのダイバーシティ戦略」を基本的イン

フラとして全国にしっかり定着させていくことが必要、との力強いメッセージを頂戴いたしました。 

 

引き続き行われたパネルディスカッションでは、番場

嘉子講師（外科学講座(下部消化管外科学分野)）、石津

綾子教授・基幹分野長（解剖学講座（顕微解剖学・形態

形成学分野））、小川久貴子看護学部長（発表順）から日

頃感じている疑問などをお話いただき、宮浦先生より丁

寧なアドバイスをいただきました。最後に石黒直子医学

部長(女性医療人リーダー育成部門長)より閉会のご挨拶

を賜り、会は終了となりました。 

 

当日の様子を女性医療人キャリア形成センターHPにて動画公開しております。下記 QR コードより

YouTube にてご覧いただけます。 
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 令和 3 年度 ダイバーシティ環境整備事業報告会チラシ・プログラム 
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 「先端型」事業紹介スライド（本多祥子室長） 
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Ⅱ 事業報告① ‐上位職への積極登用‐ 

女性教授割合の拡大状況 

平成 28(2016)年に採択された「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」では、女性

教授率 30％を目標に様々な取組を行い、令和 2(2020)年 7月に特命担当教授（将来の教授候補者）を含

めた女性教授率 31.1％を達成しました。 

本事業では特命担当教授を含まない「女性教授率 30％の達成と維持」を目標とし、OECD加盟国に匹敵

する女性教授比率の達成を目指します。 

 

【教授の女性割合と在籍数】 

  女性割合 女性 男性 合計 

事業開始時 令和 3(2021)年 11月 26.7％ 36 99 135 

事業開始後 令和 4(2022)年 5月 27.2％ 34 91 125 

 

女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進 

女性教授比率の向上に加え、次世代の女性教授候補者層を厚くし裾野を広げるためには、女性准教授・

講師を着実に育成していくことが不可欠です。優れた女性教員（女性研究者）に対し女性准教授・講師

昇進昇格を積極的に実施し、女性教授比率 30％を今後も維持していくために、これまで 30％程度に留

まっていた新規採用も含めた女性准教授比率、講師比率をそれぞれ 35％、40％とする目標を設定しまし

た。本学では「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」の一環として令和 2(2020)年度

から教員評価制度が本格的に始動しており、適切な評価体制が整っています。また学祖 吉岡彌生先生

の精神を受け継ぎ、社会のリーダーとしてより良い社会を作るために活動することを目指す女性医療人

のための組織「女性医療人リーダー育成部門」の本科生・登録生制度構築により、層の厚い人材育成を

行ってきたことから、本事業では女性准教授・講師に関する学長指名推薦枠を導入、さらに看護系教育・

研究職についても（特任教授、特任准教授に相当する）女性上位職の枠を新たに導入することで、女性

教授候補者の層を厚くし、女性上位職の裾野を拡大します。 

 

【准教授・講師の女性割合と在籍数】 

 

 

准教授 講師 

女性 

割合 
女性 男性 合計 

女性 

割合 
女性 男性 合計 

事業開始時 令和 3(2021)年 11月 26.8％ 33 90 123 33.5％ 52 103 155 

事業開始後 令和 4(2022)年 5月 27.4％ 32 85 117 34.2％ 51 98 149 
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◆学内女性研究者を対象としたキャリアアップのための実践的な個別アドバイスの実施 

「ピアラーニング for 彌生人（やよいびと）」演者である現准教授・講師をメンター、参加者をメン

ティとした個別アドバイスを実施しています。“女性研究者のキャリア形成”や“ライフイベントの乗

り越え方”等、ピアラーニングの延長としてメンティの希望するテーマで身近なロールモデルである

メンターと科を越え自由に交流できる貴重な機会となっています。令和 4(2022)年度は希望者 2 名に

対し、個別アドバイスを実施しました。 

 

◆現准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニング(※)for彌生人（やよいびと）」の開催 

特色型で教授昇格を目的として行ってきたピアラーニングの「准教授・講師版」を「ピアラーニン

グ for 彌生人（やよいびと）」と称し、様々な分野で企画・開催をしています。この「ピアラーニング

for 彌生人（やよいびと）」のネーミングは、本学が輩出してきた多くのグローバルヘルスリーダーを

ロールモデルとし、これを目指す志を持つすべての女性研究者を「彌生人（やよいびと）」と総称する

ことを由来としています。令和 4(2022)年度は 4 名の女性研究者にご講演いただき、希望者に対して個

別アドバイスの場を設けていただきました。参加者からは、“今後どのように進んでいくかの指針に

なった”、“自分のキャリアプランを見直す手掛かりになった”等の感想が寄せられました。 

 年度 日付 講師 参加者 

1 令和 4(2022)年度 令和 4(2022)年 9 月 28 日 赤穂理絵准教授（精神医学） 

石垣景子准教授（小児科学） 

9 名 

2 令和 4(2022)年 12 月 19 日 井坂珠子准教授（呼吸器外科学） 4 名 

3 令和 5(2023)年 2 月 22 日 丸山千秋先生（公益財団法人東京

都医学総合研究所 脳・神経科学研

究分野 脳神経回路形成プロジェ

クト・プロジェクトリーダー） 

5 名 

 

◆「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」の設立 

優れた指導の結果、女性研究者＝メンティ（医師・看護師・non-MDを含む）が高インパクトファク

ターの雑誌に筆頭著者として論文掲載を成し遂げた場合、指導に当たった研究者＝メンター（医師・

看護師・non-MDを含む）と当該メンティのメンター・メンティペアを対象として、両者を表彰する

「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」を設立しました。令和 4(2022)年度は、4ペアが受賞

し、令和 4(2022)年 11月 2日に授与式を行いました。 
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・メンティ：橘田綾菜助教 

（八千代医療センター整形外科） 

メンター：岡崎賢教授・基幹分野長（整形外科学） 

（授与式代理出席：岩倉菜穂子講師） 

 

 

 

 

 

 

・メンティ：菊池麻美助教 

（足立医療センター脳神経外科） 

メンター：久保田有一教授 

（足立医療センター脳神経外科） 

 

 

 

 

 

 

・メンティ：武藤友香栄養士（栄養管理部） 

メンター：永田智教授・基幹分野長（小児科学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メンティ―：落合萌子助教（膠原病リウマチ内科） 

メンター：田中榮一准教授（膠原病リウマチ内科） 
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～「彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞」講評～ 

女性医療人キャリア形成センター 副センター長 齋藤加代子特任教授 

 

令和 4年 11月 2日（水）15時より第 1回彌生人（やよいびと）メンター・メンティ賞授賞式が行われま

した。応募者は 10組で倍率 2.5倍の難関審査を 4組のメンター・メンティが受賞なさいました。 

 

本賞は、指導に当たった研究者（メンター）と当該メンティのペアを表彰し、メンティに対して、さらな

る研究を支援するために研究助成を行うものです。4組の受賞者に対するコメントとして具体的には、以下

のような講評がなされました。 

・今回の応募論文を含み業績を積み重ねてきており将来有望な若手である。 

・メンターの支えもあり、長期に亘って研究を続けた成果の論文であり多数の症例をまとめた学術論文で

ある。 

・実務に埋もれがちな業種であるが、メンターはメンティのリサーチマインドを発掘し、IFの高い雑誌の

原著論文として掲載された。 

・メンティのライフイベントの中で 7年越しの努力とその指導、近年、メンティが継続的な実績を上げだ

したことが評価される。 

 

いずれも努力を積み重ねたメンティとその能力を引き出す優れたメンターのペアであります。 

引き続き、次回のメンター・メンティ賞に多くの方が応募してくださいますよう、そして、医療・医学へ

の学術的貢献により本学における研究レベルの向上を目指されることを願っております。 

 

 

学長指名推薦による女性教授登用 

国内外において優れた実績のある女性教職員（医師以外の女性研究者も含む）の上位職登用を推進し

ています。「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」において、これまでの「上位職への

積極登用」の行動計画ではプラスファクターおよび特命担当教授任命制度により教授昇格者数が大幅に

増加しました。令和 4(2022)年度は、教員評価制度の高評価に基づいて学長指名推薦を受けた女性教授候

補者が、第三者評価による公正な教授選考委員会の選考を経て、3 名が教授に任命されました。（令和

5(2023)年 2 月 1 日現在） 

・西井明子教授（統合教育学修センター 基礎教育学）／令和 4(2022)年 5 月 26 日付 

・清水優子教授（医療安全科）／令和 4(2022)年 9 月 29 日付 

・飯嶋睦教授（脳神経内科）／令和 4(2022)年 11 月 1 日付 
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オープンイノベーション講演会・交流会の実施 

リーダーシップを発揮し異分野を繋げて未来の医療を担う女性医療人「彌生人（やよいびと）」の育成

には、医・工・理含めた異分野連携、異業種連携の場が不可欠です。本学の医学系・理工系融合研究施

設である先端生命医科学研究所が主催する「バイオメディカル・カリキュラム」（以下 BMC）は、学内の

みならず外部の企業、研究所、病院、文系大学など異分野・異職種からの参加希望者を対象とした医学

全般のリカレント教育コースであり、医学・生命科学と理工学の先端テクノロジーを融合した新しい先

端医療の実現に貢献する幅広い人材育成と研究・開発の実践を目指しています。既に 50 年以上の歴史

を持ち修了生は 2000名を超え、医薬品・医療機器分野の他、化学・材料分野、食品分野、情報・通信分

野、出版分野など様々な異分野業界の第一線で活躍する人材を数多く輩出しており、中には女性も含ま

れています。 

本事業では現在活躍中の BMC 修了生（女性を含む）によるオンライン講演会や交流会を実施し、広く

学内外、国内外から女性研究者の参加を促すことで、女性研究者を中心としたコミュニティの形成、活

性化を推進していきます。 

 

◆第 2回 オープンイノベーション講演会 

日時：令和 4(2022)年 8月 4日（木）18：00-19：30 

方法：オンライン 

演者：番場嘉子先生［外科学講座（下部消化管外科学分野）講師、メディカル AIセンター副センター長］ 

小林英津子先生［東京大学大学院工学系研究科教授］ 

参加者：約 35名 
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◆第 3回 オープンイノベーション講演会 

日時：令和 5(2023)年 1月 26日（木）18：00-19：30 

方法：オンライン 

演者：北奈央子先生［株式会社ジョコネ。代表取締役、NPO法人女性医療ネットワーク 理事］ 

新井郷子先生［東京大学大学院医学系研究科 疾患生命工学センター 分子病態医科学部門 

准教授、一般社団法人 AIM医学研究所 副所長］ 

参加者：約 35名 
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 上位職への積極登用の取組 リーフレット 

◆第 1回ピアラーニング for やよいびと     ◆第 2 回ピアラーニング forやよいびと 

 

◆第 3回ピアラーニング for やよいびと 
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◆彌生人メンター・メンティ賞 

 

◆第 2回オープンイノベーション講演会     ◆第 3 回オープンイノベーション講演会 
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Ⅲ 事業報告② ‐研究力向上とリーダー育成‐ 

本学の研究力向上状況 

本学女性教職員の科研費応募件数は例年コンスタントに維持されております。本事業では、女性研究

者の科研費等競争的研究資金の応募数 30％増、新規採択率 20％増、原著論文等 10％増を目指します。

令和 3(2021)年度に引き続き、「架け橋研究」「国際共同研究」「AI研究」における研究支援を実施し、令

和 4(2022)年度より研究力向上の新たな取組として、科研費採択支援を開始いたしました。 

 

基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究の支援 

本学の先端生命医科学研究所では 20 年前より独自の細胞シート工学を開発し、これを幹細胞生物学

と臨床工学の架け橋として治療・創薬・疾患研究に応用しています。更には細胞農業を含めた異分野融

合研究も始まっており、今後の幅広い展開が期待され既に本学内の医学部学生や若手研究者の注目を集

めています。看護学領域においても、基礎医学研究の知見に発したアイデアを予防や治療、ケアのため

の技術・材料・機器開発に応用することで新たな研究開発分野を開拓できる可能性は大きく、本事業で

は、このような基礎医学と臨床工学の間を繋ぐいわば医・工・理の架け橋研究をスムーズに開始できる

スタートアップ支援などの体制を構築し、これに関わる若手女性研究者の増加を促進していきます。本

学には臨床工学と医学の先端的研究を行う研究施設として先端生命医科学研究所、メディカル AI セン

ター、研究推進センターがあり、基礎医学系研究室との長年の共同研究実績も数多く、架け橋研究の基

盤を有しています。先端技術に関わる研究開発を通じて、女性グローバルヘルスリーダーに欠かせない

倫理的・法的・社会的な課題についての知見を深めます。 

 

 

◆「架け橋研究支援」制度の実施 

架け橋研究スタートを希望する女性研究者を『架け橋研究支援金』により支援する制度です。こ

れにより、架け橋研究の促進と、架け橋研究に関わる若手女性研究者の増加を推進します。令和

4(2022)年度は 5名が採択され、令和 4(2022)年 8月

に授与式が行われました。 

・坂井晶子助教（循環器内科） 

-研究課題名「アンモニア PETによる微小血管

狭心症の診断から治療ストラテジーの確立」 
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・青木信奈子助教（先端生命医科学研究所） 

-研究課題名「心筋組織における血管新生抑制性

制御の意義の解明」 

 

 

 

 

 

 

 

・番場嘉子講師（外科学講座 下部消化管外科） 

-研究課題名「大腸癌手術におけるデジタルツ

インを用いた３Dモデル作成と手術シミュレー

ション」 

 

 

 

 

 

 

・金谷萌子助教（生理学 神経生理学分野） 

-研究課題名「視床後内側腹側核における神経

回路改変の機能的意義の解明」 

 

 

 

 

 

 

 

・辻真世子助教（呼吸器内科） 

-研究課題名「個別化医療を目指した原発性線

毛機能不全症気道上皮培養細胞のライブイメー

ジング」 
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◆「架け橋研究指導者」による「架け橋研究紹介ツアー」の企画 

基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」を促進するため、令和 3(2021)年度採択者が指導者と

して登録され、後進育成の役割を担っています。「架け橋研究」を行う研究者同士の交流を兼ね

て、令和 3(2021)・4(2022)年度本支援採択者による後進育成活動の顔合わせディスカッション会を

開催しました。今後は架け橋研究開始を希望する女性研究者を増やすため、既に学内で進行中の異

分野融合研究プロジェクトを多数紹介し、それらの研究プロジェクトに関わる研究者と新たに参加

を希望する研究者とが相互に意見交換できる場「架け橋研究紹介ツアー」の開催準備を進めていま

す。また、架け橋研究担当責任者による勉強会を定期的に開催しています。 

 

◆令和 3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信 

令和 3(2021)年度本支援採択者による研究成果報告動画を YouTubeの東京女子医大公式チャンネル

にて配信を開始しました。 

 

◆メーリングリストによる研究希望者への情報発信 

研究希望者への情報発信ツールとして、「YAYOIプロジェクト情報発信メーリングリスト」を発足

し、学内研究者からの登録を受け付けています。YAYOIプロジェクト主催セミナーや各種支援制度の

案内の他、研究者に有用な外部セミナーや研究助成金情報等を配信しています。 
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バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化 

これまで本学医学部・看護学部では国際交換留学が盛んに行われており、世界の多数の大学との国際

留学協定のもとで多くの学生を送り出し、また受け入れてきました。COVID-19感染蔓延はいつ終わると

も知れず、このような海外渡航困難な状況下でも、既に本学では国際交流委員会が中心となり、海外留

学を目指す学生、研究者、医師、看護師を対象に、海外経験を有するまたは海外で活躍中の卒業生や教

職員からデジタルプラットフォーム上で経験談を聞き相互交流するプログラム「アナザースカイ」を定

期的に実施しています。また看護学部においては COIL（Collaborative Online International Learning）

を応用した国際教育プログラムが講義の一環として既に実践されており、長年にわたり学生交換留学を

実施してきた海外の大学とオンライン交流が盛んに行われています。 

本事業ではこれら国際交流の効果を研究レベルに拡大し活用するため、すでに国際留学協定の実績で

信頼のある大学を含めた海外の複数の大学と、共用の研究デジタルプラットフォームを構築し、メンバ

ー大学間で安全に共同研究活動を実施でき、情報やノウハウを相互に共有して研究効率を上げるための

システム構築を目指します。これにより学内の海外留学・国際共同研究経験のある研究者を中心とした

新たな国際的研究交流の増加、国際共同研究の活性化を推し進め、さらに英語論文が採択された研究者

には掲載料の補助を行い、研究力向上および上位職登用への促進を図ります。 

また本学の先端生命医科学研究所がすでに活用しているアバターロボットを利用することにより、国

内外の研究者が本学の研究現場に立ち合いディスカッションしたり、講義や研修を受けたりすることを

可能にします。既に本学の研究者と米国の研究者との間でアバターロボットを用いたカンファレンスが

試みられており、本事業ではその更なる利用拡大、国際共同研究活性化への貢献を支援していきます。 

 

 

◆「国際共同研究支援」制度の実施 

国際共同研究にすでに関わっている、もしくは新たにスタートを希望する女性研究者を『国際共

同研究支援金』により支援する制度です。支援対象者が国際共同研究に積極的に関わることで、新た

な国際研究交流の増加や国際共同研究の活性化を推し進めることを目的とします。令和 4(2022)年度

は 3名が採択され、令和 4(2022)年 8月に授与式が行われました。 

 

 

・望月牧子助教（解剖学 顕微解剖学・形態形成学

分野） 

-研究課題名 

（和文）骨髄不全症における造血幹細胞のミト

コンドリア代謝機能変容の解明 

（英文）Understanding the changing of mito

chondria metabolism in BMF HSC 

※セントジュード小児研究病院との共同研究 
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・河村（中山）寿子助教（生理学 神経生理学分野） 

-研究課題名 

（和文）社会性を欠いた生活環境下での感覚情

報処理神経回路の破綻 

（英文）Disruption of neural circuits in t

he sensory thalamus under living in soci

al isolation 

※コレージュ・ド・フランス, INSERM,パリ文

理研究大学との共同研究 

 

 

・岡本祐子講師（内科学講座 膠原病リウマチ内科

学分野） 

-研究課題名 

（和文）関節リウマチ発症ハイリスク者に認め

られる T細胞受容体シグナル変容 

（英文）Altered T cell receptor signaling 

in at-risk for future development of rhe

umatoid arthritis 

※コロラド大学デンバー校との共同研究 

 

◆「国際共同研究指導者」による新たに国際共同研究を希望する者を対象とした相談会の開催 

「国際共同研究」を促進するため、令和 3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の

役割を担っています。国際共同研究を行う研究者同士の交流を兼ねて、令和 3(2021)・4(2022)本支

援採択者による後進育成活動の顔合わせディスカッション会を開催しました。今後は国際共同研究

経験者による講演会や座談会、相談会等の開催を企画しています。 

 

◆「英語論文掲載料補助制度」の実施 

国際的な研究力向上および女性研究者の上位職登用の機会を増やすことを目的とし、国際共同研

究の成果として国際学術雑誌掲載が決定した英文成果報告に対し、掲載料（論文・表紙掲載料、Ｗeb 

掲載料、オープンアクセス料等）の補助を行う制度を実施しています。令和 4(2022)年度は 7名に支

援を行いました。 

 

◆国際共同研究用デジタルプラットフォームの構築 

海外の複数の大学との共同研究を活性化することを目的として研究用デジタルプラットフォーム

を構築し、これを活用した国際研究講演会・交流会の企画を進めています。 

令和 5(2023)年 1月 21日、MPUF XRCC(XR Conference Cloud)を活用した岡本祐子先生（本学膠原

病リウマチ内科）、高田秀人先生（米国コロラド大学リウマチ科）、Kristen Demoruelle 先生（米国

コロラド大学リウマチ科）、北原秀治先生（本学先端生命医科学研究所）による国際会議を実施しま

した。  



46 

メタバース空間を利用することで、空間内でスライドを共有し、対面での発表のように研究内容

を紹介し、ディスカッションを行いました。今後は定期的に、米国コロラド大学とのメタバースを使

用した国際会議を行っていく予定です。 

 

◆アバターロボットを使用するためのデジタル環境の構築 

・カテーテル室での手技を海外の医師に伝達し意見交換を行うことを目的として、本学循環器内科 

山口淳一教授・基幹分野長のご協力のもと、タイの病院（Bangkok Christian Hospital）との Temi

通信テストを実施しました。今後も海外との意見交換や技術指導について検討を進めます。 

 

・令和 5(2023)年 1 月 12 日に本学看護学部にて今後の国際交流を想定した temi の実装を行いまし

た。temiを介して通常の授業のように臨場感のあるコミュニケーションを取ることができ、今後は海

外の研究者に向けた研究紹介や国際共同研究の場で実際に活用していく予定です。 

 

◆国際的に活躍する研究者等による「国際研究講演会・交流会」開催支援 

「国際共同研究がしたいけど渡航できない」と諦めている女性医師等研究者に向けて、国際的研

究交流や国際共同研究のきっかけづくりとして、また国内・海外で国際的に活躍する女性研究者等

とのネットワークを構築し、新たな国際的研究交流の増加、国際共同研究の活性化を推し進めるこ

とを目的として、国際的に活躍される研究者を演者として招聘した講演会や交流会の開催に対し、

開催支援（謝金支援）を実施しています。令和 4(2022)年度は、石津綾子教授・基幹分野長（解剖学 

顕微解剖学・形態形成学分野）主催のテキサス大学の吉本桃子先生による講演会について支援しま

した。 
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◆女性研究者をつなぐリアルタイムコミュニケーションツール（Slack）の活用 

女性医師等研究者の育成、研究力向上、共同研究の促進・活性化を目的に、オンラインコミュニ

ケーションツール“Slack（スラック）”を利用した、本学在籍の研究者による登録制の開かれた情

報交換の場として「YAYOIコミュニティ」を開設しました。現在、「国際共同研究支援」採択者を中

心に 23名が登録し、国際共同研究に関する情報交換や若手研究者からの海外留学の相談など、研究

者同士の交流が広がっています。 

 

◆令和 3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信 

令和 3(2021)年度本支援採択者による研究成果報告動画を YouTubeの東京女子医大公式チャンネル

にて配信を開始しました。 
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◆メーリングリストによる研究希望者への情報発信 

研究希望者への情報発信ツールとして、「YAYOIプロジェクト情報発信メーリングリスト」を発足

し、学内研究者からの登録を受け付けています。YAYOIプロジェクト主催セミナーや各種支援制度の

案内の他、研究者に有用な外部セミナーや研究助成金情報等を配信しています。 

 

保健医療分野における AI 研究インターンシップ制度の構築 

文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)の事業においては、本学卒の女性研

究者が、令和 2(2020)年度の研究支援員制度を活用し AI 研究を開始するなど、学内では医療 AI 研究の

機運が高まっています。AI研究への若手女性研究者参画をこれまで以上に促進するため、本事業では学

内外の研究者に AI 活用の基本を学修する機会や実際の AI 開発の現状を習得する機会を豊富に提供し、

女性研究者の学内外における AI 研修、講習会参加を支援します。また医療 AI研究に特化した学内研究

施設であるメディカル AIセンターにおいて、新たに AI研究インターンシップ制度を構築し、学内外の

様々な保健医療分野で活躍する女性研究者が AI研究を開始できるようスタートアップ支援を行います。 

 

 

◆「AI研究スタートアップ支援制度」の実施 

AI研究を開始する女性研究者を『AI研究スタートアップ支援金』により支援し、保健医療分野に

おける AI 研究を増加・促進します。令和 4(2022)年度は 4 名が採択され、令和 4(2022)年 8 月に授

与式が行われました。 

 

・稲野辺奈緒子講師（看護学部） 

-研究課題名 

「看護師の観察力向上のための AIを活用した訓

練プログラムの開発」 

 

 

 

 

 

・中尾梨沙子助教（循環器内科・予防医学科） 

-研究課題名 

「深層学習による仮想心筋 PET と SPECT 補正診

断技術」 

 

 

 

 

  



49 

・冨永絢子助教（整形外科） 

-研究課題名「AI を活用した単純 X 線検査での

骨粗鬆症スクリーニング検査の確立」 

 

 

 

 

 

 

 

・河合萌子助教（眼科） 

-研究課題名「画像間距離測定による地図状萎縮

進行の評価」 

 

 

 

 

 

 

 

◆「AI研究指導者」による「AIインターンシップ制度」の構築 

「AI研究」を促進するため、令和 3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の役割を

担い、本学「メディカル AI センター（以下、MAC）推進会議」にて、AI研究指導者を含む AI研究者

による研究紹介・勉強会を実施しています。また保健医療分野における AI研究を活性化するプロジ

ェクトとして、新たな AI 研究開始を希望する女性研究者が AI 医療研究実践に必要な基本知識を効

率良く学べる AIインターンシップ制度を構築しました。本学の MACではすでに定期的に MAC主催 AI

講習会、AI 演習会を開催することで AI 教育を実施しており、更に本事業主催による AI 講習会、AI

演習会を学内で開催し、多くの女性研究者が参加しました。 

 

・AI・臨床統計無料相談会 

日時：下記日程の 16時-18時 

<2022 年>4 月 22 日（金）、5 月 27 日（金）、6 月 24 日（金）、7 月 22 日（金）、9 月 22 日

（木）、10月 21日（金）、11月 25日（金）、12月 23日（金） 

<2023年>1月 20日（金）、2月 24日（金）、3 月 24日（金） 

方法：Webセミナー形式で開催 

 

・画像データ演習会 

日時：令和 4(2022)年 12月 21日(水)17時-18時 

方法：Webセミナー形式で開催 
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・第 2回 医療・ヘルスケア AI講演会 

日時：令和 5(2023)年 2月 13日(月)17時-18時 30分 

方法：Webセミナー形式で開催 

 

・表形式データの機械学習演習会 

日時：令和 5(2023)年 2月 20日(月)17時-18時 

方法：Webセミナー形式で開催 

 

◆「AI講習会、研修会 参加費補助制度」の実施 

AI研究へ参画を希望する女性研究者が、学内外の AI講習会や研修会等に参加する場合の参加費用

を補助する制度を設立しました。女性研究者が自らの希望するテーマで AI研究を開始するための基

本知識習得機会を増やすことを目的としています。令和 4(2022)年度は 1名（2件）に対し支援を行

いました。 

 

◆令和 3(2021)年度採択者による成果報告動画の配信 

令和 3(2021)年度本支援採択者による研究成果報告動画を YouTubeの東京女子医大公式チャンネル

にて配信を開始しました。 

 

◆メーリングリストによる研究希望者への情報発信 

研究希望者への情報発信ツールとして、「YAYOIプロジェクト情報発信メーリングリスト」を発足し、

学内研究者からの登録を受け付けています。YAYOI プロジェクト主催セミナーや各種支援制度の案内

の他、研究者に有用な外部セミナーや研究助成金情報等を配信しています。 
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科研費申請支援 

◆科研費採択率向上のための申請書レビューの実施 

競争的研究費申請支援事業の一環として、下記の科学研究費種目に申請した女性研究者（研究代

表者、研究分担者）のうち希望者約 60名に対し、科研費申請書の無料申請書レビュー（※委託業

者：ロバスト・ジャパン株式会社）を実施しました。 

【申請書レビュー対象となる科学研究費種目】 

・基盤研究（A、B、C）、若手研究、挑戦的研究、研究活動スタート支援 

・国際共同研究強化（A、B） 

・奨励研究、研究成果公開促進費 

【レビュー内容】 

・論理構成に関するコメント、文章表現、必要事項の記載チェック、費用算定のレビュー、書

式調整についてのアドバイス 

 

◆科研費セミナーの開催 

申請書レビュー同様、競争的研究費申請支援事業の一環として、科研費セミナーを開催しまし

た。第 1回目は、信州大学の女性 URA 阿部知子先生をお迎えし、「研究支援からみた研究における科

研費とは」をテーマにしたご講演と、本学教職員との座談会をオンラインにて開催しました。 

日時：令和 5(2023)年 2月 24日（金）17：00-18：30 

方法：オンライン 

演者：阿部知子先生〔信州大学学術研究・産学官連携推進機構リサーチアドミニストレーション室 

准教授〕 

座談会登壇者：阿部知子先生 

番場嘉子先生〔消化器・一般外科 講師〕 

中山寿子先生〔生理学（神経生理学分野）講師〕 

山内典子氏  〔八千代医療センター看護部 看護師〕 

佐々木孝寛氏〔研究推進センター TRC室 URA〕 
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 研究力向上とリーダー育成の取組 リーフレット 

◆研究支援 公募のお知らせ 
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◆英語論文掲載料補助制度            ◆AI 講習会、研修会 参加費補助制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「国際研究講演会・交流会」開催支援      ◆「YAYOIコミュニティ」参加募集 
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◆AI・臨床統計無料相談会            ◆画像データ演習会 

 

◆第 2回医療・ヘルスケア AI講演会       ◆表形式データの機械学習 演習会 
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◆第 1回科研費セミナー             ◆「YAYOIプロジェクト」ML登録案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



56 

Ⅳ 事業報告③ ‐ダイバーシティ研究環境整備‐ 

本学の研究環境整備状況 

平成 28(2016)年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）における様々な取組により

育児支援を含む種々の研究環境整備を推進してきました。特に「女子医大・東京医大ファミリーサポー

ト」による信頼度の高いきめ細やかな子育て支援は、全国に大きな社会的波及効果をもたらしています。 

本事業では、更なる育児支援として学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制

度の整備と、「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネッ

トワーク・ピッコロと連携した介護見守り支援サービス“ちょこっと介護見守り支援”の新設を進めま

す。また同じく特色型事業で構築した研究支援員制度の利用対象者範囲をこれまでの女性だけでなく男

性にも拡大し、更なる研究環境整備を図ります。 

学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備 

若手研究者の良い発表機会である学会の地方会や研究会などは土日祝日に実施されることが多く 、

比較的規模の小さい学術集会では託児サービスが用意されてないことも多々あります。また、国際学会

や在宅オンラインで参加可能な学会では託児サービスの利用が難しく、参加の障壁となっています。 そ

こで本事業では、託児サービスのない学会（地方会・研究会）、研修会、国際学会など（オンライン含む）

に参加する際の託児費用の補助、更に本学施設内の院内保育所における土日祝日を含めた一時預かり保

育制度の整備を進めています。 

 

◆「学会参加時等の託児費補助制度」の実施 

国内・国際学会、地方会・研究会、研修会など（オンラインを含む）に参加する育児中の女性研

究者が、託児サービス（ベビーシッター、一時預かり保育、ファミリーサポート、開催学会等の託

児サービスなど）を利用する際、その費用を一部または全額補助する制度を設立しました。令和

4(2022)年度は 5名（10件）に支援を行いました。 

 

◆院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）におけるモニタリング調査の実施 

保育園利用者の利便性と保育の安全性の向上のために院内保育所の ICT環境整備を進めていま

す。タブレット端末と専用ソフトを用いて、保育園の登降園時間管理や保育日誌等をデジタル化す

ることで、利便性や事務作業効率を上げ、安全な保育を提供します。 

また、保育満足度とニーズ把握のための利用者アンケート調査を令和 4(2022)年 2 月より開始し

ました。定期的にこのアンケート調査を行い、状況に応じた保育の提供を検討していきます。 
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実践的介護支援体制の構築 

特色型では本学教職員がキャリアと介護を両立し活躍することができる環境整備を目指し、キャ

リアと介護の両立ハンドブック配布、介護相談窓口設置等に取り組んできましたが、令和 3(2021)

年度に本学全教職員を対象に実施した「介護に関するアンケート調査」の回答からは介護に対する

不安を訴える声が非常に多く、同時に仕事と介護の両立を望む声が大多数である、といった現状が

明らかになりました。また一方で「本学の介護支援制度を全く知らない」との回答も多数ありました。 

本事業では新たな施策と共に介護支援制度を周知することで、介護支援制度利用者比率をこれま

での約 0.3%から 0.6%へ、さらにそれ以上に引き上げ、女性研究者が安心して研究に専念できる環

境を整備していきます。 

 

◆介護見守り支援サービス“ちょこっと介護見守り支援”の開始 

「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネットワ

ーク・ピッコロのファミリーサポートのノウハウを活用した、新たな介護見守り支援サービス“ち

ょこっと介護見守り支援”を令和 4(2022)年 4月より新設しました。 

この「ちょこっと介護見守り支援」は、国や自治体といった行政による介護支援とは異なり、ま

だ本格的な介護は必要としないけれど、独りにしておくのはご家族から見ると不安がある、という

「ちょっとした見守り」を必要とされる女子医大教職員のご家族を対象に、例えばお食事の見守り

や外出時の付き添い、話し相手などの「ちょこっと」した見守り支援を実施しています。令和

4(2022)年度は 1名（2回）の支援を実施し、毎月 Zoomによる無料相談会を開催しています。 

令和 3(2021)年度から現在まで 2回の提供会員講習会を開催し、10名の提供会員が誕生しまし

た。また提供会員向けにスキルアップ研修会や茶話会を開催し、支援時の注意事項や情報共有を行

っています。 

 

◆介護支援ハンドブックの作成 

令和 3(2021)年 12月に本学教職員対象として「介護支援」に係る調査を実施した結果、多くの方

から「仕事を続けながら適切な支援を受け、仕事と介護を両立したい」との回答が得られました。

しかし同時に「介護に関する不安」を訴える声も非常に多く聞かれました。キャリアと介護を両立

していくためには、介護に直面した際の初動対応と、上手に社会制度を活用するための基礎知識が

大切です。介護によってキャリアを諦めることのないよう、介護支援ハンドブック「介護ロードの

歩き方」を作成し、全教職員に配布しました。 
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◆介護支援に取り組む施設への視察 

介護支援に取り組む施設への視察として、大阪公立大学と富山大学へのオンライン視察を行いま

した。大阪公立大学は、ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）に採択（平成 29

年度〜令和 4年度）され、連携機関共同による「介護相談窓口」を開設しているとのことで、介護

に関する取組や情報発信の手法、具体的な相談内容等についてお話を伺いました。また富山大学で

は、単身赴任者が多く遠距離の介護相談が多い為、地域包括と学内相談者の仲介を行い、地域包括

支援センターのネットワークを使うことで相談対応が可能になっているとの貴重なお話が伺えまし

た。 

 

◆介護講演会の開催 

介護を身近に感じる機会を提供する為、介護経験者による介護講演会を開催しました。第 1回目

は、NHKスペシャル「認知症の母と脳科学者の私」にご出演の恩蔵絢子先生をお招きし、「脳科学か

ら見た認知症」をテーマにしたご講演と、本学教職員との座談会をオンラインにて開催しました。 

日時：令和 5(2023)年 2月 9日（木）17：00-18：30 

方法：オンライン 

演者：恩蔵絢子先生 

座談会登壇者：恩蔵絢子先生 

松村美由起先生〔成人医学センター 講師〕 

山内典子氏  〔八千代医療センター看護部 看護師〕 

下村裕見子氏〔女性医療人キャリア形成センター 課長付〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

恩蔵絢子先生 本多祥子先生 

松村美由起先生 山内典子氏 下村裕見子氏 
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研究支援員制度における対象者範囲の拡大 

特色型では、ライフイベントにより研究活動の継続や研究時間の確保が困難となった女性研究者

や、これまでに十分な実績がある将来有望な女性研究者を支援し、研究活動をより活発にするた

め、研究者 1名に対して支援員 1名分の人件費を女性医療人キャリア形成センター基金等から拠出

する「研究支援員制度」を創設しました。 

本事業では、女性研究者に加え、女性研究者を支える男性研究者 1名の支援枠を新たに設けまし

た。令和 4(2021)年度は審査を経て、出雲渉助教（外科学講座 肝胆膵外科学分野）が支援対象者に

決定。10月 1日～3月 31日まで支援員による研究支援を実施しました。（支援員の人件費は女性医

療人キャリア形成センターより拠出） 
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 「キャリアプランをあきらめない 介護ロードの歩き方」ハンドブック 
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 ダイバーシティ研究環境整備 リーフレット 

◆学会参加時等の託児費補助制度        ◆院内保育所利用者アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「ちょこっと介護見守り支援」案内 
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◆介護支援事業リーフレット 
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◆ちょこっと介護説明会            ◆第 1 回介護講演会 

 

 

◆女性研究者を支える男性研究者のための研究支援員制度 

  



70 

その他の活動 

◆全国ダイバーシティネットワークへの参画 

文部科学省と連携して女性研究者を取り巻く研究環境整備や研究力向上に取組む諸機関をつなぐ

「全国ダイバーシティネットワーク」の東京ブロックに参画し、国内外の取組動向の調査やその経

験、知見の全国的な普及・展開を図ることを目的とした活動を行っています。 

・令和 4(2022)年 7月 15日 第 1回東京ブロック会議 メール会議 

・令和 4(2022)年 9月 1日 第 2回東京ブロック会議 本多室長・下村課長付出席 

・令和 4(2022)年 12月 23 日 第 3回東京ブロック会議 本多室長・下村課長付出席 

 

◆視察等 

・令和 4(2022)年 9月 28日、イタリア大臣（大学・研究担当）の本学に来校され、先端生命医科学

研究所を見学されました。その際、大臣ならびにイタリア大使館科学技術担当に対し、女性医療人

キャリア形成センター副センター長 齋藤加代子教授と本事業“バーチャル国際研究交流体系の構

築および実用活性化”担当責任者 石津綾子教授より、本事業を中心とする本学の女性医師・研究

者支援について紹介を行いました。 

 

・長野県松本保健福祉事務所・木曽保健福祉事務所より本学における女性研究者のキャリア形成支

援や女性医師支援の取組についての視察依頼を受け、令和 4(2022)年 11月 21日に Zoom によるオン

ライン面会を実施しました。ダイバーシティ環境整備事業推進室 本多室長、女性医師・研究者支

援部門 佐藤部門長、女性医師再研修部門 横田副部門長より、本事業を含む本学の女性医師のキャ

リア形成への取組について紹介しました。 
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お問い合わせ先一覧 

●育児について 

 （56 ページ） 

ファミリーサポート室 人事課（院内保育所） 

03-5369-9075 

または 

03-3353-8112（内線 41152） 

03-3353-8112 

（内線 30114 または 30115） 

河田町 巴女子学生会館１階 河田町 総合研究棟 1 階 事務局内 

 

 

●介護について 

 （57 ページ） 

介護サポート 人事課（介護相談窓口） 

03-5312-5206 

または 

03-3353-8112（内線 41361） 

03-3353-8112 

（内線 30111 または 30113） 

河田町 巴女子学生会館 3 階 河田町 総合研究棟 1 階 事務局内 

 

 

●上記以外の 

ダイバーシティ事業に 

ついて 

女性医療人キャリア形成センター  

センターHP 

03-3353-8112（内線 30166） 

cdc.bm@twmu.ac.jp 

河田町 総合研究棟 1 階 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業 

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型） 

令和 4 年度報告書 

 

発行  令和 5(2023)年 3月 

編集  ダイバーシティ環境整備事業推進室 

（女性医療人キャリア形成センター） 

MAIL  cdc.bm@twmu.ac.jp 

URL   http://www.twmu.ac.jp/gender/divercity/ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 東京女子医科大学 

女性医療人キャリア形成センター 

ダイバーシティ環境整備事業推進室 

〒162-8666 東京都新宿区河田町 8番 1号 

TEL：03-3353-8112（内線 30166） 

 


